
十
二
月
七
日
（
金

、
恒
例
の
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
が

）

行
わ
れ
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
は
、
お
互
い
に
競

い
合
い
、
協
力
し
合
い
、
学
級
の
和
、
さ
ら
に
学
校

、

、

全
体
の
和
を
深
め

士
気
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に

日
頃
の
正
課
体
育
で
の
成
果
を
発
表
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
受
験
を
ひ
か
え
た
三

年
生
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
分
、
一

・
二
年
生
が
元
気
に
競
い
、
声
援
し
合
っ
て
い
ま
し

た
。
当
日
は
、
小
雨
交
じ
り
の
天
候
と
な
り
ま
し
た

が
、
早
朝
か
ら
部
活
動
生
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を
し

て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
順
調
に
試
合
が
行
わ
れ
、
参

加
し
た
生
徒
に
大
き
な
け
が
も
な
く
、
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
一
学
期
に
比
べ
、
ク
ラ
ス
の
和
を

よ
り
親
密
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
い
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

総
合
優
勝
ー
一
年
六
組
、
二
位
ー
一
年
三
組
、
三
位

ー
一
年
八
組

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優
勝
ー
男
子
一
年
八
組
、
女
子
一
年
六
組

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

優
勝
ー
男
子
二
年
七
組
、
女
子
一
年
八
組

サ
ッ
カ
ー

優
勝
ー
男
子
一
年
六
組
、
女
子
二
年
一
組

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優
勝
ー
男
子
二
年
七
組
、
女
子
一
年
二
組

卓
球優

勝
ー
男
子
二
年
五
組
、
女
子
一
年
三
組

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

優
勝
ー
男
子
二
年
六
組

十
二
月
三
日
（
月
）
～
七
日
（
金
）
に
か
け
て
三

年
生
を
対
象
と
し
た
第
二
回
進
路
検
討
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
や
各
大

学
へ
の
試
験
の
時
期
が
迫
り
、
こ
れ
ま
で
の
指
導
を

踏
ま
え
、
生
徒
ひ
と
り
一
人
の
成
績
の
伸
び
を
評
価

し
、
今
後
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
主
眼

と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
資
料
を
も
と
に
、
で
き

る
だ
け
現
役
で
進
路
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
ど

の
よ
う
な
受
験
校
群
を
設
定
し
た
ら
よ
い
か
、
本
人

の
適
性
と
進
路
志
望
が
マ
ッ
チ
し
て
い
る
か
、
学
力

を
最
高
の
状
態
に
持
っ
て
い
き
、
本
番
で
成
功
す
る

に
は
ど
の
よ
う
な
助
言
が
望
ま
し
い
か
、
こ
の
よ
う

な
観
点
か
ら
生
徒
の
個
に
応
じ
た
検
討
が
熱
心
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
検
討
さ
れ
た
こ
と
を
参
考
に

し
な
が
ら
三
者
面
談
が
十
日
（
月
）
か
ら
年
末
ま
で

実
施
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
一
・
二
年
生
を
対
象
と
し
た
学
力
検
討
会

を
終
業
式
の
後
行
い
、
様
々
な
面
か
ら
の
個
に
応
じ

た
指
導
方
法
を
検
討
す
る
予
定
で
す
。

十
二
月
五
日
（
水
）
中
間
考
査
が
終
了
し
、
テ
ス

ト
疲
れ
の
中
、
一
年
生
に
よ
る
清
掃
奉
仕
作
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

お
昼
過
ぎ
か
ら
気
温
が
上
が
り
少
し
汗
ば
む
中
、

校
外
の
道
路
沿
い
を
中
心
に
ク
ラ
ス
単
位
で
ゴ
ミ
拾

い
や
除
草
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
北
は
リ
ナ
シ
テ
ィ

周
辺
ま
で
南
は
大
隅
鹿
屋
病
院
周
辺
と
広
範
囲
に
渡

り
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
す
が
す
が
し

い
表
情
で
全
員
さ
わ
や
か
な
汗
を
か
い
て
い
た
の
が

。

印
象
的
で
し
た

十
二
月
十
四
日
（
金
）
鹿
屋
高
校
生
徒
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
期
活
動
報
告
・
生
徒
会
会
計
中
間
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
行
わ
れ
た
協
議
の
中
で
は

「
鹿
屋

、

高
校
生
の
交
通
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
」
と
い
う
議

題
が
採
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
題
に
つ

い
て
多
く
の
生
徒
が
積
極
的
に
発
言
し
、
こ
れ

か
ら
の
学
校
生
活
を
よ
り
よ
い
も
の
に
し
て
い

こ
う
と
い
う
熱
意
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
自
主
規
制
に
つ
い
て
も
ス
ラ

イ
ド
で
確
認
し
な
が
ら
服
装
に
つ
い
て
鹿
屋
高

校
生
の
あ
る
べ
き
姿
を
確
認
し
ま
し
た
。
三
年

生
も
積
極
的
に
議
論
を
展
開
し
、
後
輩
に
託
す

と
い
う
思
い
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
る
意
義
深
い

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

生
徒
会
の
意
義
は

「
生
徒
全
員
が
主
体
的
に

、

参
加
す
る
こ
と
」
に
あ
り
ま
す
。
今
回
の
総
会

に
お
い
て
、
多
く
の
生
徒
が
学
校
の
こ
と
を
真

剣
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
と
て
も
大

き
な
収
穫
で
し
た
。
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一
年
生
市
内
清
掃
奉
仕
作
業

平
成
十
九
年
度
後
期
生
徒
総
会

フェアプレイで勝利を！

疲れも見せず元気よく！

鹿屋高校をよりよく

するために！



十
二
月
十
九
日
（
火
）
午
後
か
ら
後
期
生
徒
会
役

員
立
会
演
説
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
長
候
補
十
一

名
を
は
じ
め
と
し
て
三
十
五
名
が
十
の
役
職
を
目
指

し
て
熱
弁
を
ふ
る
い
ま
し
た
。
選
ぶ
側
の
生
徒
も
候

補
者
と
応
援
者
の
主
張
を
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し

。

、

、

た

そ
の
後

教
室
で
た
だ
ち
に
投
票
が
実
施
さ
れ

次
の
と
お
り
新
役
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

（
二
年

鹿
屋
中
）

会

長

葎
迫

啓
介

（
二
年

鹿
屋
東
中
）

副

会

長

谷
川

義
弥

（
二
年

国
見
中
）

書

記

新
原

拓
也

会

計

柿
内

志
乃

）

（
二
年

高
須
中

（
二
年

大
姶
良
中
）

会

計

東

真
保
未

（
一
年

田
崎
中
）

文
化
委
員
長

児
玉

貴
大

（
一
年

鹿
屋
東
中
）

同
副
委
員
長

原

祐
貴

（
一
年

波
野
中
）

厚
生
委
員
長

坂
口

愛
（
一
年

大
根
占
中
）

同
副
委
員
長

鳥
越

祥
太

（
二
年

高
山
中
）

図
書
委
員
長

河
野

亜
紀

（
一
年

波
野
中
）

同
副
委
員
長

城
ヶ
崎
亜
都
司（

二
年

第
一
鹿
屋
中
）

交
通
委
員
長

段

敬
文

（
一
年

鹿
屋
中
）

同
副
委
員
長

松
元

正
太

（
一
年

鹿
屋
東
中
）

体
育
委
員
長

堂
込

賢
右

（
一
年

第
一
鹿
屋
中
）

風
紀
委
員
長

桑
山

忍
（
一
年

鹿
屋
東
中
）

同
副
委
員
長

上
原

晋

（
二
年

鹿
屋
東
中
）

保
健
委
員
長

山
口

悠
紀
子（

一
年

大
姶
良
中
）

同
副
委
員
長

堀
田

将
之

任
期
は
、
来
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
半
年
間
で

す
。生

徒
会
活
動
は
、
学
校
を
改
善
し
て
く
れ
る
部
活

動
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
役
員
の

も
と
、
学
校
の
よ
り
良
い
活
性
化
が
図
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
し
よ
う
。

、

。

前
期
生
徒
会
役
員
の
皆
さ
ん

お
疲
れ
様
で
し
た

書
道
部

平
成
十
九
年
度
地
区
揮
毫
大
会

創
作
の
部

大
賞

桑
原
美
里
（
神
川
中
）

第
三
十
八
回
県
高
校
書
道
展

（

）

高
校
書
道
教
育
研
究
会
賞

柿
内

紫
乃

高
須
中

優
秀
賞

柿
内

紫
乃
（
高
須
中
）

尾
辻

菜
摘
子
（
根
占
中
）

串
崎

友

（
吾
平
中
）

写
真
部第

十
四
回
県
高
校
写
真
展

入
選

木
場

文
美
（
鹿
屋
東
中
）

作
文

第
五
十
三
回
青
少
年
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

入
選

船
隈

し
お
り
（
田
崎
中
）

第
二
十
九
回
「
小
さ
な
親
切
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

入
選

宮
脇

希
望

（
田
崎
中
）

佳
作

竹
山

葵

（
串
良
中
）

赤
崎

宇
大

（
鹿
屋
東
中
）

田
中

千
尋

（
第
一
鹿
屋
中
）

今
村

寿
郎

（
上
小
原
中
）

第
五
十
回
児
童
生
徒
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

特
選

島
井

亜
衣
未
（
第
一
鹿
屋
中
）

入
選

太
田

沙
希
（
鹿
屋
東
中
）

十
二
月
十
一
日
（
火

、
火
災
を
想
定
し
た
訓

）

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
は
、
機
敏
に
真

面
目
に
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
有
事

に
際
し
、
被
災
者
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め

の
避
難
訓
練
で
し
た
。
大
隅
・
肝
属
地
区
消
防

組
合
の
方
か
ら

「
静
粛
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で

、

い
た
」
と
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
に
行
わ
れ
た
「
税
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、

二
年
生
の
落
司
聖
稔
君
が
鹿
屋
税
務
署
長
賞
に

輝
き
、
本
校
に
て
賞
状
授
与
式
が
あ
り
、
鹿
屋

税
務
署
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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毎
月
発
行
す
る
こ
の
「
三
星
の
風
」
は
、
鹿

屋
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

http://w
w
w
12.synapse.ne.jp/kanoyakoukou/

。花甘藍で受験生を応援します

「祈 合格」から

卒業の頃は・・・

「祝 合格」に

８
日
（
火
）

始
業
式

１
９
日
（
土
）
三
星
道
場
⑪

セ
ン
タ
ー
激
励
会

１
５
日
（
月
）

（

）

（

）

１
９
日

土

～
２
０
日

日

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

２
３
日
（
水
）
長
距
離
走
大
会

（

）

（

）

２
６
日

土

～
２
７
日

日

進
研
記
述
（
一
・
二
年
）

２
５
日
（
金
）

進
路
検
討
会

１月の主な行事

新
生
徒
会
役
員
決
ま
る

県
大
会
・
地
区
大
会
で
大
活
躍

第
２
回
防
災
訓
練

「
税
の
コ
ン
ク
ー
ル

で
鹿
屋
税
務
署
長
賞

」

受験生を応援します。
鹿屋高校

第一棟裏の花壇

真剣に公約に

聞き入る！！


